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環  境  方  針 
 
 

廃棄物問題や地球温暖化問題などに代表される今日の環境問題に適切に対応し、地域の環境や地球

環境を健全な状態で将来の世代に引き継ぐことは、われわれ世代の責務であり、そのためには、全て

の者がそれぞれの立場で公平な役割を分担して、環境にやさしい社会の形成を目指していくことが、

緊急かつ重要な課題となっています。 

 

このため、富山県環境科学センターでは、県民の環境の保全と創造に関する県の試験研究機関とし

て、また、事業者・消費者として、職員一人ひとりがその役割と責務を再認識し、環境保全に向けた

具体的な取組みを一層率先実行します。 

 

このような考え方に立ち、当センターとしては、環境関連の法令等を順守するとともに、エネルギ

ー使用状況等を「見える化」して継続的な環境改善活動を推進し、循環型・低炭素社会の構築に向け

て全職員が取り組みます。さらに、県民に対する環境学習の場の提供や、事業者に対する省エネ診断

の実施など、県民・事業者の自主的かつ積極的な環境保全活動を支援・促進します。 

 

このため、環境に配慮する行動として、次のことを重点的に取り組みます。 

 

(1) 環境への配慮の率先実行 

・省資源・省エネルギーの推進 

・廃棄物の減量化やリサイクルの推進 

・環境の地域特性や環境問題の変化に対応した調査研究の推進 

(2) 県民や事業者における自主的かつ積極的な行動の支援・促進 

  ・県民への環境情報の提供や環境教育の推進 

  ・事業者の循環型・低炭素化に向けた自主的な環境保全活動の支援 

 

  この環境方針及び活動実績等は、職場内に掲示し全職員に周知するとともに、ホームページへの 

掲載や見学者等への配布を通じて広く公表します。 

 

                          平成 24 年 4 月 1 日 

 

                         富山県環境科学センター 

                          所長  浦田 裕治 



 

は じ め に 
 

近年、環境問題は、地球温暖化、越境汚染等をはじめとする地球的規模の問題から廃棄物、水・

土壌等の汚染の身近な問題に至っており、複雑、多様化しています。 

また、東日本大震災からの一日も早い復旧・復興が急がれていますが、放射性物質による環境汚

染については、その防止のための措置が環境基本法の対象とされるとともに、循環型社会形成推進

基本法の対象に放射性物質により汚染された廃棄物等が加えられ、今後は、環境基本法等の法律の

枠組みの中での対応が求められています。 

 

このような中、当センターは、本県の快適で恵み豊かな環境を保全し、創造するための環境行政

を科学的に支援する中核機関として、 

①  環境基準の達成状況等を把握する「環境調査」 

②  工場・事業場等の規制基準等の遵守状況を確認する「監視・指導」 

③  地域の視点で環境問題の知見の充実に努める「調査研究」 

④  県民・事業者の環境への関心と理解を深める「環境学習」 

⑤  環日本海地域の環境保全に貢献する「国際環境協力」 

の５つの業務を推進しています。 

 

この年報は、平成 23 年度に当センターが実施した業務を５つの業務を中心に総合的に取りまと

めたものです。 

平成 23 年度は、福島第一原子力発電所の事故を受け、モニタリングポストの増設、放射性核種

分析装置の増設等によりモニタリング体制を強化しました。また、新たに富山湾の健全性を示す指

標の構築を目指す「富山湾の健全性に関する研究」、地下水等の水質特性から地下水の流動を把握

する「富山県の地下水涵養と流動に関する研究」及び友好県省を結ぶ中国遼寧省との間で自動車排

出ガスに関する共同調査を開始しました。 

県民の皆様をはじめ、関係各位にご活用、ご高覧いただき、ご意見、ご助言等をいただけたら幸

いに存じます。 

 

平成 24 年４月、社会経済情勢の大きな変化を踏まえて策定された本県の新しい総合計画｢新・元

気とやま創造計画｣がスタートしました。当センターは、「安心とやま」の「次世代へつなぐ豊かで

快適な環境の保全とエネルギー対策の推進」の分野を担い、環日本海地域の「環境・エネルギー先

端県」づくりに向けて、今後とも県民ニーズに即した業務の推進に精励してまいりますので、皆様

のご理解とご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

平成 25 年 2 月 

富山県環境科学センター 

所 長  浦田 裕治 
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